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１０
月
１６
日
～
１７
日
の
二
日
間
、

福
祉

・医
療

系

へ
の
進
学
又
は
福
祉
職
場

へ
の
就
職
を

希
望
し
て
い
る
高
校
生
を
対
象
に
喜
同
校
生

福
祉
な
る
ほ
ど
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
が
、

由豆
玉
町

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

対
馬
市
内
の
高

校
か
ら
１６
名
が
参
測
し
ま
し
た
。

一
日
目
は
、

長
崎
県
社
会
福
祉
協
議
会
・

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
の
年
込
先
生
に
よ
る

「福
祉
の
職
場
と
仕
事
等
に
つ
い
て
」
、

お
よ

び
活
水
女
子
大
学
教
授
徳
永
先
生
に
よ
る

「福
祉

っ
て
何
？
」
と
題
し
て
の
講
話
が
あ

り
、福

祉
に
つ
い
て
の
勉
強
を
行
い
ま
し
た
。

年
後
か
ら
は
、

対
馬
老
人
ホ
ー
ム
を
訪
間

し
、

入
所
者
と
の
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

二
日
目
は
、

福
祉
・医
療
の
職
場
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
五
名
の
国
家
奎
格
有
沓
一者
よ

り
「福
祉
‘医
療
の
国
家
沓
一格
の
説
明
・紹
介
」

と
題
し
て
、

受
口
資
格
の
説
明
資
格
取
得
の
方

法
や
体
験
を
通
し
て
得
た
貴
重
な
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。

年
後
か
ら
は
、

特
別
董
護
老
人
ホ
ー
ム

「わ
た
づ
み
」を
訪
問
し
、施

設
の
説
明
の
後
、

歌
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ヨ
ン
な
ど
で
交
流
を

図
り
、

入
所
者
も
参
加
し
た
生
徒
達
も
笑
顔

い
っ
ぱ
い
で
ふ
れ
あ
い
ま
し
た
。

こ
の
就
職
難
の
中
、

福
祉
に
興
味
を
も
つ

生
徒
達
が

一
人
で
も
多
く
、

福
祉
の
職
場
で

活
躍
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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現在対馬市には6ヶ所の地域型在宅介護支援センターがあり、そのとりまとめや連絡調整として対馬市基幹型

在宅介護支援センターが平成16年4月に誕生しました。

在宅介護支援センターは、在宅で生活しているおおむね65歳以上の身体の弱い方、寝たきりや認知症(痴呆)な

どの高齢者とその家族の方などの在宅介護の相談に応じます。

また、「介護予防・生活支援」に重点をおき、高齢者の方が住み慣れた地域で福祉・保健・医療サービスが総合的に

受けられるよう各関係機関と調整を行います。

器餞 餞 鞠

・地域ケア会議の開催
Ⅲ地域型支援センター等で把握された

要援護高齢者等の情報集約
・在宅福祉利用情報等の他の支援センターヘの提供
・サービス利用についての啓発活動
・総合的相談 (電話 ・面接)
・インフォーマルサービスの開発、普及と住民組織化活動
・地域型支援センターとの密なる連携と合同訪間等に

よる指導、助言

対馬市基幹型在宅介護支援センター主なスタウフ

地域の要援護高齢者等のlb身の状況把握、介護二一  評 価

サービス基本台帳の整備

保健福祉サービス、介護保険サービスに関する情報

の提供及び不」用の啓発

各種の総合相談 (電話 ・面接)

在宅介護の方法等についての技術指導、助言

保健福祉サービスの本」用申請代行、連絡調整

相談愉力員との定期的研修会、連絡調整

介護用品 ・福祉用具の展示、紹介、相談、助言

住宅改修の相談、助言

”
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一対
馬
の
高
齢
者
虐
衛
を

一　
　
　
者
え
る
研
修
会

↓　
十

一
月
十

一
日
に
峰
地
区
公

民̈
館
に
お
き
ま
し
て
対
馬
市
基

幹̈
型
在
介
主
催
の
対
馬
の
高
齢

者̈
虐
待
を
考
え
る
研
修
会
を
開

】催
し
ま
し
た
。

¨
９０
名
の
関
係
機
関
の
方
に
参
加

しヽ
て
い
た
だ
き
今
ま
で
表
面
化

さ̈
れ
て
い
な
か
っ
た
虐
待
問
題

も̈
少
し
は
身
近
に
感
じ
取
っ
て

，
い
た
だ
い
た
様
で
す
。

参
加
し

¨
て
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
様

●センター長 中 島 秀 隆 (対馬市社会福祉協議会事務局長)

●係   長  井 上 優 子 (ケアマネージヤー)

0相  談  員  平 間 照 夫

●看 護  師  斎 藤 洋 子 (地域担当)

<ご 相談・お問い合わせ先>

●厳原町在宅介護支援センターいづはら

TELi0920-52-9052

●美津島町在宅介護支援センターみつしま

TEL:0920-54-9633

●豊玉町在宅介護支援センターわたづみ

TELi0920-58-9800

●峰町在宅介護支援センター

TEL:0920-88-0222
対馬市基幹型在宅介護支援センター

●上県町在宅介護支援センター

ン軽岩尋〔世啓地]彗畜暑酬撤83鉢8魯瑠子名3  端 薔萎拳ンタ
●24時間受付ています。お気軽にご相談下さい。<相談に関して秘密は、厳守致します。>

対品齢嵩齢器慮特を考える研修食

●対馬の高齢者虐待を考える研修会の様子

0
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地域福祉権利擁護事業

河疑首

訴J用梢

痴呆性高齢者、知的障害者、精神障害者など半」断能力が不

十分な方の権利を擁護することを目的とし、利用者が自立

した地域生活が送られるよう福祉サービスの利用援助や日

常的金銭管理を行うものです。

福祉サービス利用のことや日常の金銭管理のことを、自分
で半」断することがむずかしい状態にある方。

福祉サービスの利用援助 (例:福祉サービスについての説明)

日常的金銭管理サービス

(例 i預金の払い出し、預け入れ、家賃の支払い等)

○書類預かリサービス

(例 :定期預金通帳、銀行印、契約書類等)

福祉サービスや福祉についての相談……………………無料

○利用者に代わつて行うお金の出し入れ、支払い、役所の

手続き、福祉サービス利用のための手続きなど……1回 1,000円

○重要な書類の保管……………………………………………実費
※ただし、生活保護を受給されている方は、無料です。

“ 金 a

ヨ m

既
英一一

甘】
内
！

ン輸
υ

福祉あんしんセン ー ・対馬
京寸罵;丁市村とと筆楯:升止協;言義会 858-1432・ 58-0364
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《
香
典
返
し
》

社
会
福
祉
の
推
進
の
た
め
に
、

多
く
の
方
々
か
ら
心
温
ま
る
善

意
の
こ
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

こ
こ
に
、

こ
芳
名

（敬
称

皓
）
を
掲
載
し
、

謹
ん
で
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
の
こ
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
寄

付
金
は
、

各
種
福
祉
事
業
や
地

域
福
祉
活
動
の
推
進
の
た
め
に
、

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

調
に
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま

し
た
。

（平
成
１６
年
３
月
～
‐１
月
末
分
）

▼

一　

宮
　
　
　
幹

（樫
根
）

（亡

。
一　

宮
　
美
津
枝
）

▼
小
　
島
　
　
　
学

（尾
浦
）

（亡

・
小
　
島
　
サ
カ
エ
）

▼
御
手
洗
　
秀
　
士
Ｈ
（田
渕
）

（亡

・
糸
　
瀬
　
　
　
満
）

▼
久
　
和
　
フ
ク
エ

（久
和
）

（亡

・
久

和

忠

信
）

▼
山
　
本
　
　
　
進

（南
室
）

（亡

・
森

野

サ

ト
）

▼
松
　
尾
　
ス
　
ウ

（西
里
）

（亡

・
松
　
尾
　
能
　ヽ
雄
）

▼
橘
　
　
　
正
　
行

（豆
殴
）

（亡

・
橘
　
　
　
キ
　
イ
）

▼
橘
　
　
　
和
　
枝

（豆
殴
）

（亡

・
阿
比
留
　
ヨ
　

こヽ

▼
賀
　
嶋
　
正
　
希

（豆
殴
）

（亡

・
賀
　
鳴
　
の
り
子
）

▼
回
　
中
　
ア
サ
ヨ

（久
田
）

（亡

。
田
　
中
　
　
　
進
）

▼
阿
比
留
　
長
　
良

（西
里
）

（亡

・
阿
比
留
　
雪
　
子
）

▼
勝
　
井
　
〓言
久
恵

（豆
殴
）

（亡

・
勝
　
井
　
キ
ミ
子
）

▼
中
　
田
　
敏
　
彦

（国
分
）

（亡

・
中

国

艶

子
）

▼
対
馬
市
役
所
厳
原
支
所

（亡

・
尾
　
野
　
　
　
好
）

▼
阿
比
留
　
　
　
正

（小
浦
）

（亡

・
阿
比
留
　

ンヽ
　
ナ
）

▼
立
　
花

　

　

巌

（久
田
）

（亡

圭

花

政

子
）

▼
日
　
田
　
美
智
子

（東
里
）

（亡

・
日
　
ロ
　
ヤ
ス
エ
）

▼
飯
　
塚
　
恵
利
子

（田
渕
）

（亡

・
内
　
田
　
一
〓
二
世
）

▼
平
　
武
　
信
　
博

（久
田
）

（亡

・
平

武

秋

夫
）

▼
田
　
中
　
長
　
士
口
含
立殴
内
院
）

（亡

・
田
　
中
　
　
　
弥
）

▼
阿
比
留
　
和
　
磨

（内
山
）

（亡

・
阿
比
留
　
イ

▼
阿
比
留
　
　
　
正

（小
浦
）

（亡

・
阿
比
留

ワ武
）

▼
西
　
　
　
と
担
　
朗

（東
里
）

（亡

・
西
　
　
　
文

▼
市
　
丸
　
美
　
古
い
（浅
藻
）

（亡

・
市
　
丸
　
武

子馬

）

▼
築
　
城
　
安
　
枝

（宮
谷
）

（亡

・
築
　
城
　
　
　
要
）

▼
山
　
田
　
重
　
一言

（佐
須
瀬
）

（亡

・
山
　
田
　
士
口
　
一〇

▼
一
一　
宮
　
加
生
里

（西
里
）

（亡

。
二
　
宮
　
駿
　
市
）

▼
神
　
崎
　
　
　
清

（浅
藻
）

（亡

・
神

崎

玉

江
）

▼
柴
　
田
　
梅
　
代

（宮
谷
）

（亡

・
柴
　
田
　
金
太
郎
）

▼
国
　
島
　
　
　
健

（田
渕
）

（亡

・
園

島

保

枝
）

▼
佐
々
木
　
　
　
都

（久
田
道
）

（亡

・
佐
々
木
　
蔵
　
司
）

▼
星
　
野
　
キ
ク
エ

（久
田
）

（亡

・
星

野

武

雄
）

▼
梅
　
野
　
光
　
夫

（曲
）

（亡

。
梅

野

ツ

ル
）

▼
西
　
倉
　
金
　
満

（竹
敷
）

（亡

・
黒
　
山石
　
淑
　
子
）

▼
平
　
江
　
幸
　
儀

（竹
敷
）

（亡

・
平
　
江
　
口
（　
雄
）

▼
山
　
川
　
弥
寿
衛

（大
山
）

（亡

・
山

川

幸

枝
）

▼
松
　
原
　
　
　
静

（広
島
市
）

（亡

・
松

原

順

子
）

▼
犬
　
束
　
年
　
ム
担

（小
船
越
）

（亡

・
犬
　
束
　
近
太
郎
）

▼
神
　
宮
　
功
　
男

（箕
形
）

（亡

・
神

宮

要

吉
）

▼
俵
　
　
　
耕

　

一

（鶏
知
）

（亡

・
俵
　
　
　
静
　
枝
）

▼
永
　
井
　
　
　
力

（根
緒
）

（亡

・
永
　
井
　
　
　
旦
母

▼
山
　
口
　
千
代
子

（鶏
知
）

（亡

・
山
　
口
　
記
念
男
）

▼
斎
　
藤
　
忠
　
道

（鴨
居
瀬
）

（亡

・
斎

藤

精

治
）

▼
永
　
印再
　
好
　
広

（大
船
越
）

（亡

泉

留

隆

弘
）

▼
封
　
尾
　
幸
　
雄

（鶏
知
）

（亡

・
封
　
尾
　
一化
　
子
）

▼
斎
　
藤
　
次
　
郎

（鶏
知
）

（亡

・
斎
　
藤
　

ンヽ
ズ

コ
）

▼
原
　
回
　
初
　
芳

（根
緒
）

（亡

・
原

田

茂

樹
）

▼
回
　
□
　
茂
　
作

（緒
方
）

（亡

・
田
　
ロ
　
イ
セ
子
）

▼
神

宮

功

男

貧

形
）

（亡

・
神
　
宮
　
官
田
　
子
）

▼
齋
　
藤
　
重
　
光

（鴨
居
瀬
）

（亡

・
齋
　
藤
　
ノ
リ
エ
）

▼
里
　
津
　
慶
　
紀

（小
船
越
）

（亡

・
里
　
津
　
トミ
　
ル
）

▼
井
　
　
　
車
貝
　
雄

（新
潟
県
柏
崎
し

（亡

・
井
　
　
　
信
　
主む

▼
末
　

水ヽ
　
　
　
首
い
（鶏
知
）

（亡

・
末
　

水ヽ
　
ハ
ツ
ミ
）

▼
築
　
城
　
和
　
男

（鴨
居
瀬
）

（亡

・
築
　
城
　
ユ
　
キ
）

▼
川
　
上
　
春
　
枝

（銘
）

（亡

・
川

上

ス

エ
）

▼
原
　
田
　
　
　
久

（峰
町
櫛
）

（亡

・
原

回

茂

則
）

▼
阿
比
留
　
　
　
朔

（貝
回
）

（亡

・
阿
比
留
　
ア
　
キ
）

▼
築
　
城
　
長
　
人

（千
尋
藻
）

（亡

・
築

城

美

江
）

▼
橋
　
本
　
千
恵
人

（大
綱
）

（亡

・
橋
　
本
　
タ
ケ
ノ
）

▼
小
　
宮
　
勝
　
子

（糸
瀬
）

（亡

・
小

宮

健

吾
）

▼
弘
　
中
　
弘
　
次

（唐
洲
）

（亡

・
弘
　
中
　
ア
キ
ノ
）

▼
吉
　
村
　
　
　
幸

（千
尋
藻
）

（亡

告

村

利

子
）

▼
阿
比
留
　
敏
　
之

（貝
鮒
）

（亡

・
阿
比
留
　
ツ
ネ
子
）

▼
阿
比
留
　
忠
　
幸

（貝
口
）

（亡

・
阿
比
留
　

ンヽ
マ
子
）

▼
酒
　
井
　
長
　
蔵

（糸
瀬
）

（亡

・
酒

井

春

子
）

▼
波
多
野
　
兼
　
一
一
傘
心
多
浦
）

（亡

・
波
多
野
　
克
　
己
）

▼
橋
　
本
　
利
　
幸

（大
綱
）

（亡

・
橋
　
本
　
ア
サ
子
）

▼
長
　
岡
　
勝
　
雄

（仁
位
）

（亡

。
長

岡

静

子
）

▼
築
　
城
　
範
　
人

（千
尋
藻
）

（亡

・
築

城

正

人
）

▼
川
　
上
　
和
　
子

（銘
）

（亡

・
川

上

真

澄
）

▼
築
　
城
　
幸
　
由不

（千
尋
藻
）

（亡

・
築
　
城
　
ナ
ル
子
）

▼
酒
　
井
　
国
　
首
０
（糸
瀬
）

（亡

・
酒

井

八

郎
）

▼
平
　
山
　
知
　
美

（仁
位
）

（亡

・
平
　
山
　
フ
サ
エ
）

▼
内
　
山
　
　
　
≧
言
（樫
根
）

（亡

・
内
　
山

▼
阿
比
留
　
博
　
利

（豆
殴
）

（亡

・
阿
比
留
　
泰

十勝
）

行

）

0



▼
梅
　
野
　
正
　
圭
Ｈ
（千
尋
藻
）

（亡

・
梅
　
野
　
　
　
直
）

▼
小
　
川
　
良
　
車
貝

（田
）

（亡

・
小

川

篤

賃
）

▼
木
　
村
　
永
　
一
一
（仁
位
）

（亡

・
木

村

武

俊
）

▼
斉
　
藤
　
要
　
範

（横
浦
）

（亡

・
斉

藤

宏

幸
）

▼
築
　
城
　
松
　
則

（千
尋
藻
）

（亡

・
築

城

鶴

松
）

▼
村
　
井
　
寿
　
親

（佐
保
）

（亡

・
村

井

春

枝
）

▼
黒
　
山石
　
　
　
功

（大
阪
市
）

（亡

・
黒
　
］石
　

ミヽ
　
キ
）

▼
早
　
田
　
士
口
　

一

（三
根
）

（亡

・
早
　
田
　
八
都
司
）

▼
吉
　
回
　
　
　
等

（佐
賀
）

（亡

・
吉
　
田
　
テ
ル
エ
）

▼
近
　
江
　
和
　
紀

（福
岡
市
東
区
）

（亡

・
近

江

数

吉
）

▼
児
　
玉
　
文
　
恵

（佐
賀
）

（亡

・
児

玉

雅

彦
）

▼
永

留

安

生

奎

根
）

（亡

・
永
　
留
　
義
太
郎
）

▼
宮
　
川
　
不
二
人

（三
根
）

（亡

・
宮
　
川
　
ュ
キ
エ
）

▼
主
　
藤
　
圭
『　
〓
一
（小
郡
市
干
潟
）

（亡

・
綱
　
本
　
キ
ミ
エ
）

▼
永
　
留
　
重
　
信

（佐
賀
）

（亡

・
永
　
留
　
美
十
世
）

▼
阿
比
留
　
」呉
　
行

（櫛
）

（亡

・
阿
比
留
　
サ
ク
ヨ
）

▼
阿
比
留
　
【昌
士
雄

（青
海
）

（亡

・
阿
比
留
　
中
心
　
雄
）

▼
測
　
上
　
静
　
磨

（吉
田
）

（亡

・
渕
　
上
　
サ
カ
エ
）

▼
林
　
田
　
栄
　
ム
相

（大
村
市
古
町
）

（亡

・
林
　
田
　
恵
美
子
）

▼
阿
比
留
　
　
　
光

（佐
賀
）

（亡

・
阿
比
留
　
紀
　
子
）

▼
以
　
南
　
新

　

一

（櫛
）

（亡

。
以

南

静

雄
）

▼
中
　
島
　
花
　
美

（志
多
賀
）

（亡

・
中

島

松

吉
）

▼
斎
　
藤
　
　
　
恥

（犬
ヶ
浦
）

（亡

・
斎
　
藤
　
堂思
　
生
）

▼
平
　
間
　
一二
　
教

（女
連
）

（亡

・
平

間

義

正
）

▼
原
　
田
　
繁
　
盛

（樫
滝
）

（亡

。
原
　
田
　
キ
ク
ノ
）

▼
島
　
本
　
竹
　
美

（佐
護
）

（亡

・
島
　
本
　
　
　
温
）

▼
惣
　
島
　
長
　
広

（瀬
田
）

（亡

・
惣

島

庄

吉
）

▼
阿
比
留
　
国
　
助

（瀬
田
）

（亡

・
阿
比
留
　
サ
ダ
子
）

▼
古
　
藤
　
　
　
国

（志
多
留
）

（亡

・
古

藤

裾

野
）

▼
小
　
宮
　
敏
　
正

（伊
奈
）

（亡

・
小
　
宮
　
カ
メ
ヱ
）

▼
小
　
宮
　
〓吾
　
昭

（瀬
田
）

（亡

・
小
　
宮
　
ヒ
ヤ
ク
）

▼
前
　
野
　
美
保
子

（上
町
）

（亡

品

野

福

生
）

▼
吉
　
田
　

一　

郎

（樫
滝
）

（亡

・
吉
　
田
　
タ
マ
ヨ
）

▼
豊
　
田
　
勝
　
典

（鹿
見
）

（亡

。
豊
　
田
　
　
　
勝
）

▼
小
　
宮
　
】月
　
ム
担

（瀬
田
）

（亡

・
小
　
宮
　
　
　
順
）

▼
小
　
田
　
和
　
子

（久
原
）

（亡

・
小
　
田
　
　
　
士
）

▼
本
　
多
　
正
　
春

（越
高
）

（亡

。
本

多

虎

雄
）

▼
春
日
亀
　
ア
ツ
エ

（三
軒
屋
）

（亡

・
春
日
亀
　
弘
　
賃
）

▼
武
　
田
　
繁
　
則

（大
地
）

（亡

・
武
　
田
　
　
　
穣
）

▼
古
　
川
　
源
　
幸

（伊
奈
）

（亡

・
古

川

リ

キ
）

▼
大
　
江
　
繁
　
子

（恵
古
）

（亡

。
大
　
江
　
　
　
深
）

▼
瀧
　
本
　
正
　
幸

（深
山
）

（亡

・
瀧
　
本
　
ハ
ツ
エ
）

▼
津
　
野
　
千
代
枝

（湊
）

（亡

・
津
　
野
　
　
　
一
）

▼
石
　
田
　
　
　
峨

（樫
滝
）

（亡

・
石

田

金

弥
）

▼
和
　
田
　
伊
勢
義

（飼
所
）

（亡

・
和
　
国
　
悪
美
候
）

▼
阿
比
留
　
国
　
夫

（西
津
屋
）

（亡

・
阿
比
留
　
照
　
主
む

▼
飯
　
田
　
耕
　
正

（志
多
留
）

（亡

・
飯

田

俊

光
）

▼
阿
比
留
　
仁
　
志

（厳
原
久
田
）

（亡

・
阿
比
留
　
藤

　

一
）

▼
金
　
子
　
興
　
一二

（五
根
緒
）

（亡

。
金

子

仁

善
）

▼
浜
　
崎
　
出
（　
由

（比
田
勝
）

（亡

・
浜
　
崎
　
　
　
妙
）

▼
小
　
宮
　
幸
　
人

（琴
）

（亡

・
小
　
宮
　
　
　
業
）

▼
白
　
石
　
節
　
子

（
一
重
）

（亡

・
白
　
石
　
輝

▼
武
　
本
　
由豆
　
子

（大
増
）

（亡

・
武
　
本
　
昭

▼
渡
　
辺
　
幸
　
子

（古
里
）

（亡

・
渡
　
辺

▼
古
　
里
　
美
佐
子

（古
里
）

（亡

・
古
　
里
　
正

▼
畑
　
島
　
重
　
利

（舟
志
）

（亡

・
畑
　
島
　
ス

▼
森

山

哲

幸

公

重
）

（亡

・
森

山

玄

▼
相
　
庭
　
利
　
信

（琴
）

（亡

。
相
　
庭
　
サ

▼
権
　
藤
　
保
　
美

（河
内
）

（亡

・
権
　
一騰
　
き

▼
木
　
寺
　
春
　
枝

（泉
）

（亡

・
木
　
土寸
　
勝

▼
平
　
間
　
由
　
香

（芦
見
）

（亡

・
平
　
間
　
博

▼
扇
　
　
　
文
　
範

（豊
）

Ｙ
立

花

正

規

宴

浦
）

（亡

・
立
　
一化
　
フ
　
トヽ
じ

▼
神
　
田
　
重
　
寿

（
一
重
）

（亡

・
神

田

幸

江
）

▼
小
茂
田
　
恵
　
子

（鰐
浦
）

（亡

・
小
茂
田
　
静
　
生
）

▼
小
　
宮
　
ト
モ
コ

（
一
重
）

（亡

・
小
　
宮
　
九
州
男
）

▼
米
　
田
　
歳
　
広

（琴
）

（亡

・
米
　
国
　
美
佐
子
）

▼
飯
　
田
　
克
　
己

（大
浦
）

（亡

・
飯
　
田
　
千
枝
子
）

▼
八
　
島

　

一　

雄

（豊
）

（亡

・
八

島

爾

男
）

▼
浦
　
崎
　
伝
　
造

（鰐
浦
）

（亡

・
浦

崎

益

枝
）

▼
梅
　
野
　
悌

　

一

（比
田
勝
）

（亡

口
梅
　
野
　
　
　
進
）

▼
小
　
島
　
ア
キ
ヱ

（比
田
勝
）

（亡

・
小

島

良

夫
）

▼
永

野

光

安

泉
）

（亡

・
永
　
野
　
〓号
　
代
〉

▼
島
　
居
　
壮
　
春

（上
県
町
佐
護
）

（亡

・
佐
　
護
　
ヨ
シ
子
）

▼
瀬
　
崎
　
万
寿
喜

（富
ヶ
浦
）

（亡

・
瀬

崎

秀

雄
）

▼
宮
　
原
　
近
　
雄

（鰐
浦
）

（亡

・
宮

原

ト

ク
）

《
一
般
寄
付
》

▼
尾
　
野
　
　
　
好

（田
渕
）

▼
大
　
西
　
　
　
満

（今
屋
敷
）

▼
阿
比
留
　
長
　
生

（河
内
）

▼
上
対
馬
カ
ー
ド
会
会
長

牛
　
島
　
省
　
一二

（比
田
勝
）

道
）

弘
）

朗
）

四
）

エトよ
）

旦

00000

己也
）

（亡

上
扇
　
　
　
満
洲
記
）

▼
犬
　
東
　
利
　
代

（西
泊
）

（亡

・
犬

束

和

義
）

▼
糸
　
瀬
　
光
　
幸

（五
根
緒
）

（亡

・
糸

瀬

福

人
）

▼
浦
　
田
　
　
　
泉

（舟
志
）

（亡

・
浦
　
田
　
　
　
隆
）

▼
小
　
島
　
睦
　
雄

（豊
）

（亡

・
小
　
島
　
　
　
墓
）

▼
田
　
畑
　
博
　
康

（西
泊
）

（亡

・
田
　
畑
　
一
一　
夫
）

▼
梅
　
野
　
政
　
人

（西
泊
）

（亡

・
梅

野

清

治
）

0
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１１
月
２‐
日
（日
）
中
対
馬
開
発
総
含

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

「峰
阿
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、　

王
ハ
○
名
ほ
ど
の
参
加

が
あ
り
、

年
前
中
は
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン

プ
体
験
発
表
、

花
柳
流
寿
々
女
会
日

本
舞
踊
、

峰
町
手
話
サ
ー
ク
ル
の
手

話
指
導
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当
職
員

の
事
業
説
明
、

年
後
か
ら
は

「福
祉

レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク

な
が
さ
さ
」
の
丸
石
美
奈
子
先
生
を

お
迎
え
し

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
楽
し
く
ふ
れ
あ
い
を
」
と
題
し
て
、

講
義
と
実
技
指
導
を
し
て
い
た
だ
き
、

参
加
者
も
熱
心
な
指
導
に
自
ら
の
体

を
使

っ
て
、

何
か

一
つ
で
も
学
ん
で

帰
ろ
う
と
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
は
、

お
楽
し
み
地
選
会
で
盛

り
上
が
り
、

ま
た
、

こ
の
よ
う
な
機

会
が
あ
れ
ば
、

地
域
の
営
様
と
ふ
れ

あ
え
る
企
画
を
者
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

市
社
会
福
祉
協
議
会
美
津
島
支
所
登

録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
が

「環
境
美

化
活
動
」
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
集
ま
っ
た
３５
名
の
会
員
は
、

久
し
ぶ
り
の
再
会
に
話
も
弾
み
利
や

か
な
雰
囲
気
の
中
、

か
っ
こ
や
く
わ

を
手
に
昨
年
植
樹
し
た
つ
つ
じ
苗
の

成
長
を
喜
ぶ
と
共
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
木

（
つ
つ
じ
）
の
今
後
ま
す
ま

す
の
成
長
を
楽
し
み
に
、

肥
相
を
ま

き
根
元
の
車
を

一
本

一
本
丁
寧
に
抜

き
取
る
な
ど
し
て
手
入
れ
を
し
ま
し

た
。ま

た
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
周
辺
等

の
清
掃
作
業
も
行
い
、

環
境
美
化
に

努
め
、

昼
食
の
後
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

を
と
お
し
て
会
員
相
互
の
親
陸
を
図

り
ま
し
た
。

１０
月
１９
日
～

２‐
日
の
３
日
間
に
渡

り
対
馬
市
立
佐
須
奈
中
学
校
３
年
生

４
名
が
総
合
学
習
の

一
環
と
し
て
、

上
県
町
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

「喜
多
の
苑
」
及
び

「御
濁
の
里
」

で
、

職
場
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
、

職
場
体
験
学
習
の
目
的
は
、

①
自
分
の
生
き
方
を
見
つ
け
る
こ
と
。

②
感
謝
の
心
を
身
に
つ
け
共
に
助
け

含
う
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
を
実
感
す

る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、

今
回
の
体

験
学
習
で
は
、

生
徒
達
も
積
極
的
に

利
用
者
へ
の
介
助
を
行

っ
た
り
、

話

し
相
手
を
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
っ
た
り
、

自
ら
進
ん
で
行
動

に
移
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
先
、

急
速
に
高
齢
化
が

進
む
な
か
、

こ
う
し
た
体
験
を
積
ん

だ
生
徒
達
が
、

未
来
の
福
祉
を
支
え

て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

１０
月
３‐
日
（日
）
、

上
県
阿
瀬
日
で

開
催
さ
れ
ま
し
た

「対
馬
初
年
祭
」

に
お
い
て
、

対
馬
市
社
会
福
祉
協
議

会
上
県
受
所
に
よ
る
街
頭
募
金
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
募
金
活
動
に
は
、

上
県
阿
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
校
の
佐
護
中
学
校

か
ら
５
名
の
生
徒
と
対
馬
市
社
会
福

祉
協
議
会
理
事

・
評
議
員
、

対
馬
市

社
会
福
祉
協
議
会
上
県
支
所
職
員
等

の
協
力
に
よ
り
行
わ
れ
た
活
動
で
、

当
日
祭
り
会
場
に
は
市
内
か
ら
多
数

の
観
客
が
集
ま
り
、

各
種
イ
ベ
ン
ト

で
に
ぎ
わ
う
中
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

中
心
と
し
募
金
活
動
へ
の
こ
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、

４
０
、

６
フ
ー
円
と

い
う
多
額
の
募
金
を
集
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も

一
重
に
営
様

方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
あ
っ
た
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。

営
様
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
募
金

は
、

長
崎
県
共
同
募
金
会
に
送
金
し
、

地
域
福
祉
の
推
進
等
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

0

▲実技指導の様子

▲ボランティアの木の手入れ▲ゲートボール場清掃作業の様子

小
香
日
利

の
ｌＣ
月
舞
日

（火
）
刈
馬

▲職場体験学習の様子

▲小学生も手伝つてくれました▲佐護中学校の生徒
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１１
月
２９
日
、

厳
原
町
の
対
馬
市
立

久
日
中
学
校
の
生
徒
を
代
表
し
５
名

が
、

新
潟
中
越
地
震
被
災
地
へ
の
義

損
金
を
集
め
総
額
２
３
、

５
９
５
円

を
対
馬
市
社
会
福
祉
協
議
会
厳
原
支

所
へ
持
参
し
、

被
災
地
へ
の
送
金
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

久
日
中
学
校
の
曽
さ
ん
、

ご
協
力

調
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

‐２
月
９
日
、

第
１
□
対
馬
市
身
体

障
害
者
ふ
れ
あ
い
交
流
大
会
が
シ
ャ

イ
ン
ド
ー
ム
み
ね
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
交
流
大
会
は
、

対
馬
市
身
体

障
書
者
福
祉
協
会
連
合
会
の
主
催
で

開
催
さ
れ
、

協
会
会
員
が
軽
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
、

健
康
の
保
持

・
増
進
、

自
立
と
社
会
参
加
の
促
造
を
図
る
と

と
も
に
、

会
員
相
互
の

「
ふ
れ
あ

い

，
交
流
」
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、

組
織
力
の
発
展
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
も
の
で
、

６
地
区
か
ら
約

１
０
０
名
が
参
加
し
、

缶
ユ
ニ
カ
ー

ル

ヽ
ペ
タ
ン
ク
、

風
船
バ
レ
ー
の
３

つ
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
で
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　ヽ
②

１１
月
２６
日
に
、

沖
縄
県
北
谷
公
園

陸
上
競
技
場
に
お
い
て
、

第
２０
回
九

州
身
体
障
害
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
行
わ
れ
、

豊
玉
地
区
勇
体
障
害
者

福
祉
協
会
テ
ー
ム
が
、

長
崎
県
代
表

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
に
は
、

九
州
各
県
の
代
表
３‐

テ
ー
ム
が
参
加
し
、

強
豪
ぞ
ろ
い
の

な
か
苦
戦
を
し
い
ら
れ
ま
し
た
が
、

み
ご
と
準
優
勝
と
い
う
す
ば
ら
し
い

成
績
を
お
さ
め
ら
れ
ま
し
た
。

▲表彰式の様子

▲久日中学校義掲金受け渡しの様子

▲開会式の様子▲ペタンクの様子

新
潟
県
・福
井

フ
月
中
旬
の
、

新
潟
県
及
び
福
井
県
で
連
続
し
て
お
き
た
集
中

豪
雨
奨
書
で
は
、

復
旧
支
援
活
動
に
財
要
不
可
欠
な
タ
オ
ル
を
送

る
支
援
活
動
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

営
様
方
の
こ
協
力

に
よ
り
ま
し
て
、

２
、

２
７
５
枚
の
タ
オ
ル
を
集
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

集
ま
り
ま
し
た
物
資
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
島
原
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会

に
送
り
、

８
月
上
旬
に
長
崎
県
全
体
の
分
、

４
４
、

Ｏ
Ｏ
Ｏ
枚
を

被
災
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
本
部
に
送
ら
れ
ま
し
た
。

ご
協
力
誠
に
有
り
難
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。

１０
月
２３
日
に
発
生
し
ま
し
た
、

新
潟
中
越

地
震
災
書
に
お
け
る
救
援
物
沓
一募
集
に
は
、

市
民
の
皆
様
に
多
大
な
る
こ
協
力
を
賜
り
、

厚
＜
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

営
様
の
温
か
い
ご
協
力
の
お
か
げ
を
も
ち

ま
し
て
、

予
想
を
上
回
る
物
資
の
ご
提
供
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
、

集
ま
り
ま
し
た
物
資
は
、

長
崎
県

社
会
福
祉
協
議
会
へ
送
付
し
、

１１
月
１０
日
に

被
災
地
へ
搬
送
い
た
し
ま
し
た
。

ご
協
力
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

対 馬 市 長 崎 県

毛  布 317 2,190

カイロ 4,170 38,797

軍  手 3,120 23,140
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【お間い合わせ】>対馬市社会福祉協議会上県支所(上県町佐須奈乙339)
TEL(0920)84-2775

1月19日

1月 26日

2月 2日

2月 9日

2月 16日

2月 23日

3月 2日

3月 9日

3月 16日

3月 30日

(水)

(水)

(水)

(水)

(水)

(水)

(水)

(水)

(水)

(水)

上対馬町地域福祉センター

上県町地域福祉センター

豊玉町福祉センター

上対馬町地域福祉センター

峰町保健福祉センター

対馬市役所厳原支所 (1階大会議室)

上対馬町地域福祉センター

峰町保健福祉センター

上県町地域福祉センター

対馬市総合福祉保健センター内会議室 (美津島町)

138寺～16B寺

あな     底 擢 し表す

生活福祉資金ン(3日0%)
事業を始めたり、拡張するための商品や材
料の仕入費、設備費、店舗等の補修費

《限度額》 《限度額》

家屋の増改築、公営 高 校、大学、専門学校
住宅を譲り受けるの 等 に1多学するための
に必要な費用    費 用

《限度額》214501000円以内 〈限度額)学校種別に応した金観

1    貸 付 対 象 世 帯
●所得が一定基準に満たなしヽ世帯
●高齢者のいる世帯
(日常生活上介護を要する65歳以上の人が属する世帯)

●障害者 (児)の いる世帯 (身体障害者手帳、療育手帳所持)

1    申 込 者 の 年 齢

20～ 65歳
‐
   連 帯 保 証 人

原則1名(60歳以下)【2名の場合もある】

①冠婚葬祭費や出産
費、転宅費、機能回復
訓練機器等購入費
《限度額》300,000円以内

②高額福祉用具等購
入費
《限度額》7501000円以内

③障害児者世帯の自
動車R商入費
《限度額〉2,050,000円以内

生計中心者が技術習 け が、病気の療養に 火 災、風水書、地震等
得中または療養中の 必 要な費用     の 災書を受けたとき
生活費       《 限度額》     の 復旧費用

(限度召R》月額103,000円以内   430,000P]以 P司 (限度額》11500,000円以内

己  資  金

福祉資金 (自動車購入費)は 1害」以上の

1        自

更生資金、住宅資金、

自己資金が必要です。

1   賞 付 対 象 者
長崎市外在住で下記0ま たは0に 該当する2 0～ 6 0歳 の方

●6 0歳 以上の高齢者と現在同居または同居予定の方

の (イ)身体障害者手帳 1級2級 3級所持の方

(口)療育手帳「A」所持の方

(ハ)上記 (イ) (ハ)と同一生計を営んでいる方

※生活福祉資金 (住宅資金)との併用もできます。

1   連 帯 保 証 人

原則1名(60歳以下)【2名の場合もある】《限度額》2,0001000円以内

居室、廊下、階段、洗面所、風呂、トイレ等の増改築、手すり、スロープの設置、段差

の解消等、高齢者・障害者の居住環境の改善にご活用下さい。

2,800,000円 以内  4,600,000円 以内

Eこ の用紙は地球環境保護のため再生紙を利用しています。 0


